




 

整理番号：     

第２号様式 

応 募 事 業 者 概 要 

 

 

事業所名 
サントリーホールデ

ィングス株式会社 
代表者名 新浪 剛史 

本社・本部 

所在地 

本社（大阪オフィス） 

大阪市北区堂島浜 2-1-40 

サントリーワールドヘッドクォーターズ 

東京都港区台場 2-3-3 

ホームページ https://www.suntory.co.jp/?ke=hd 

担当部署 

所在地 東京都港区台場 2-3-3 

部署名 
コーポレートサステナビリティ推進本部 CSR 推進部課長 

ラグビー部 サンゴリアス 運営統括マネージャー 

責任者 大久保 尚哉 

担当者 長友 奏憲 

連絡先 

電話 03-5579-1187 

FAX 03-5579-1722 

E-mail N_Okubo@suntory.co.jp 

設立年月日 2009 年 2 月 16 日 資本金 700 億 
従業員・ 

職員数 
40,210 人 

主な業務内容 

・飲料・食品関連事業 

ミネラルウォーター・スポーツ飲料・炭酸飲料・

茶・コーヒー・食品等の製造・販売業務 

 

・酒類関連事業 

ワイン・ビール・ウイスキー等の製造・販売業

務 

 

・健康食品・外食・花・サービス他関連事業 

アイスクリームの製造、販売、飲食店経営、そ

の他商品の研究開発、文化施設でのレセプショ

ンサービス等の業務 

※必要に応じ、別紙や会社概要、パンフレットを添付しても構いません。 

※会社概要やパンフレットの会社名のマスキングは不要です。 

右
の
部
分
に
つ
い
て
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、
副
本
（
８
部
）
は
、
マ
ス
キ
ン
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等

に
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な
い
で
く
だ
さ
い
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整理番号：     

第３号様式 

 

応募事業者の類似業務実績 

 

小学生・中学生を対象とした文化もしくはスポーツの講座やイベントの実績及び地域団

体・行政と協力して実施したイベント・事業について、直近３年間の実績をそれぞれ記入

してください。 

 

【サントリーホールディングス株式会社 実績】 

業 務 名 発 注 者 
対 象 

（小・中） 

地域・行政と

の連携 
業務概要及び特長 

履行 

年度 
サントリー次

世代環境教育

「水育」出張

授業 

お台場学園 

港陽小学校、

白金の丘小

学校を含む、 

全国の小学

校 

（年間計250

校以上） 

小 平成18年に1都

3 県の小学校と

連携し、出張授

業をスタート。 

翌年から全国の

小学校へ活動領

域を拡大し出張

授業を実施継続

中。 

小学生を対象に教室で行

う学習プログラム。 

映像や実験を通して、自

然のしくみや大切さを学

び、地球上の水の循環の

中にいる自分たちが、未

来に水を引きつぐために

何ができるのかを考える

きっかけを創出。 

水のサステナビリティ

（持続可能性）の実現に

貢献。 

平成 18

年 か ら

継 続 的

に実施。 

東京交響楽団

＆サントリー

ホール 

「こども定期

演奏会」 

- 小・中 東京都教育委員

会が後援として

イベントを実

施。 

今年の演奏会は

港区教育委員会

を後援申請中。 

こどもたちが定期的にコ

ンサートホールに行く習

慣を身につけ、 

生活の中にクラシック音

楽を取り入れてもらいた

いという願いを込めた、

日本で初めてのこどもの

ためのオーケストラ定期

演奏会。 

自分の作曲したメロディ

ーがオーケストラで演奏

されるテーマ曲になる

「テーマ曲募集」等の企

画も実施。 

平成 14

年 か ら

毎 年 4

回 の コ

ン サ ー

ト を 継

続 的 に

実施。 

サンゴリアス 

ラグビークリ

ニック／ 

小学校訪問 

青山小学校 

含む全国の

小学校等 

小・中 地域の小中学校

や、ラグビー協

会、教育委員会

や校長会などと

連携し、地域密

着型のラグビー

教室を実施。 

小学校へも毎年

訪問し、特別授

業を継続実施。 

将来を担う子どもたちの

ためラグビー教室。小学

生だけでなく、中・高校

生にもラグビー指導・交

流試合等を行い、競技レ

ベルの向上に寄与。 

東北地方では、東日本大

震災復興支援の一環とし

ても、ラグビークリニッ

クを実施。 

10 年以

上 前 よ

り 毎 年

社 会 貢

献 活 動

と し て

継 続 的

に実施。 



 

「みなとラグ

ビ ー ス ク ー

ル」活動支援 

（オンライン

ラグビー講座

企画） 

- 小 港区のラグビー

普及団体であ

る、港区ラグビ

ーフットボール

協会と連携し、

活動が制限され

てしまったラグ

ビースクール生

へ、お楽しみと

ラグビー上達の

機会を提供。 

新型コロナウイルスの影

響で通常のスクール実施

が難しい中、サンゴリア

スの選手とスクール生が

直接 Web を通じて話した

り、質問をしたりするオ

ンライン企画を実施。 

令 和 2

年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【港区ラグビーフットボール協会 実績】 

業 務 名 発 注 者 
対 象 

（小・中） 

地域・行政との

連携 
業務概要及び特長 

履行 

年度 
ラグビーの 

気運醸成事業

実施業務委託 

 

港区 

教育委員会

事務局 

教育推進部

生涯学習 

スポーツ 

振興課 

スポーツ 

振興係 

小・中 RWC2019 開催中、

一気に高まったラ

グビー人気に合わ

せ、港区教育委員

会事務局と密に連

携し、急遽パブリ

ックビューイング

を予定より 1回追

加して開催。パブ

リックビューイン

グ当日は最大 4000

名の来場を記録。 

 

また、サントリ

ー、NEC 等、港区

に縁のある企業に

所属している現役

ラグビー選手と連

携し、体験イベン

トの運営を実施。 

ラグビーWRC2019 日本

大会に向けた機運醸

成のため、試合当日

パブリックビューイ

ングの開催と、品川

駅前・新橋駅前での

ラグビー体験・ルー

ル講座のゲリライベ

ントを実施。トップ

リーグ選手との触れ

合い・体験を通して

小・中学生のみでな

く、老若男女がラグ

ビーに興味・関心を

持ち、試合観戦では

全員が一体となり熱

狂する機会を創出。 

令 和 元

年度 

8月～11

月 

赤坂・ 

青山 

子ども 

中高生 

共育事業 

東京都 

港区赤坂 

地区 

総合支所 

小・中 赤坂・青山地区に

在籍する企業・団

体の協力を仰ぎ、

連携して事業運営

実施。 

 

地域の企業、団体、住

民が、主体的に地域の

子ども向け事業に取

り組む仕組みづくり

を目指し、地域で活躍

する人材等を発掘・蓄

積するとともに、地域

の企業、団体等との協

働による赤坂・青山地

区在住・在学の小・中

学生向けの講座を企

画・実施。 

一昨年9月にはラグビ

ーワールドカップ

2019 開幕直前の時期

に、サンゴリアス選手

が普段練習している

府中グラウンドへバ

スで訪問し、ラグビー

体験、選手との食事を

含めた交流会イベン

トを実施し、大会に向

けた機運醸成に寄与。 

平成 

29 年度 

～ 

令 和 元

年度 

／ 

令 和 元

年 9月 

 

※ 実績がない場合は、｢無し｣と記載してください。 

※ 必要に応じ、別紙を添付しても構いません。 



 

整理番号：       

第４号様式 

業務に対する基本姿勢 

 

《業務に対する基本姿勢》 

令和３年度からの赤坂・青山子ども共育事業を展開するにあたり、どのように赤坂・青

山地域の特性や要望を踏まえ、地域の企業・団体等と協働して地域ぐるみで子どもを育て

る環境の整備へつなげていくか、その際には令和３～５年度の３年間の見通しを入れたう

えで、基本的な姿勢や考え方を述べてください。 

（１）はじめに 

代表企業のサントリーホールディングス株式会社は、これまでスポーツ振興や文化芸術

振興など幅広い分野で港区と連携、協力関係を培ってきましたが、連携協力関係をより強

固なものとし、地域社会の更なる発展につなげるため、昨年９月、港区と「地域社会の発

展に関する包括連携協定」を締結いたしました。 

 

赤坂地域には代表企業の持つサントリーホール・サントリー美術館があり、 

また、1 月からはジャパンラグビートップリーグが開催され、秩父宮ラグビー場にてサン

トリーサンゴリアスが試合を行うように、赤坂・青山地域とは様々な接点がございます。 

代表企業が持つ資源も大いに活用し、地域の企業として今後積極的に港区、赤坂・青山地

域の発展に貢献してまいります。 

 

 

（２）赤坂・青山地域の特性 

赤坂・青山地域は、日本ラグビー発祥の地である秩父宮ラグビー場や、神宮球場などが

あるスポーツの聖地であり、ファッションや文化（美術・音楽）でも老若男女を虜にして

離さない魅力を発信している街です。一方、“赤坂をどり”など日本の伝統芸能を継承して

いる街でもあり、さらには大使館が多く存在するなど国際性も備えた地域です。 

子どもたちを地域で見守り育てる事業「共育」を運営していく上で必要な資源（スポーツ、

音楽、ファッション、芸術、伝統文化、国際性など）に大変恵まれており、他に類を見な

い稀有な地域だと考えております。 

 

 

（３）コロナ禍の「共育」の役割について、当グループの考え 

 新型コロナウイルスの流行による影響は大人だけでなく、子どもたちのいつも通りの生

活や希望も奪ってしまいました。 

学校の休校、学校行事・部活動の大会中止、留学や、共育を含めたイベントなど 

全て満足に実施できない状態が続き、子ども達の学びの機会は減少しています。 

 

しかし、このような状況下でも子どもたちを導くのは大人の責務です。 

共育の理念である、子どもたちが「自ら考え、行動する」ようになるためには、 

原動力となる夢や希望を持つことが重要だと考えます。 

今こそ地域社会が力を合わせ、「驚き・感動・気づき」の機会を提供し、 

子どもたちが夢や希望を持てるような講座・事業を実施すべきであり、 

当グループも地域の一員として、本事業のお力になりたいと考えております。 



 

 

（４）東京 2020 大会と after コロナ時代を見据えた展開 

今年 2021 年は東京オリンピック・パラリンピックが開催されます。 

開催可否が不安視されているが、開催を信じ鍛錬を続けるアスリートとの交流は、考え方

や教訓、先が見えない中でも継続して進む姿が必ず小さな子どもたちの心にも響き、子ど

も達を行動させる原動力になると考えます。 

 

また、昨今コロナ禍で新たな偏見や差別などが生まれています。 

子ども達の通う学校も例外ではなく、今後豊かな社会や未来が築かれていくためには、自

分とは異なる多様性（性別や年齢、国籍や障がい）を認めること・理解することが大切で

あると考えるため、外国人とのコミュニケーションや手話に触れる機会を講座に取り入

れ、多様性が理解促進される場作りを図ってまいります。 

 

 

（５）中学生や親子の参加を図る 

 今まで共育の参加者は小学生の子どものみが多くなっておりました。 

次年度実施予定のオンライン講座は、インターネット機器を使用するため親子で参加され

ることが予想されます。 

また、部活動や受験勉強などで時間がとれない中学生も、時間や場所を選ばないオンライ

ン講座は、講座のテーマ次第で参加してもらえる可能性は高まると考えます。 

料理やアート・音楽など、大人や中学生にとっても学べる、専門性のあるテーマの講座を

立案し、多世代交流を図ってまいります。 

 

また、子どもの成長に一番大きな影響を与える人は、一番一緒に過ごす時間が長い親で

す。子どもの社会参加意識を高めることは非常に難しいですが 

親（大人）にも価値が提供できる（学べる）講座にすることで、親の地域への愛着を醸成

し、親を介して子どもの地域への愛着醸成を図ることが、結果的に子どもの社会参加意識・

地域への帰属意識を高め、赤坂・青山地域の活性化に繋がると確信しております。 

 

 

（６）地域の企業・団体との協働 

 既に存在する「共育連絡会」の企業・団体との連携を深め、 

共育の理念に賛同いただけそうな企業・団体を新たに紹介いただくなど、 

連絡会の拡充と連携強化を図ってまいります。 

 連絡会の企業・団体が持つコンテンツや技術を提供いただき、 

共育の目的や当グループの考えが反映できる講座を立案して実施いたします。 

 

共育情報局のホームページでは、「共育連絡会」参加企業・団体の活動報告やイベント等の

広報に役立ててもらえるよう、掲載案内を促します。 

 

※記述は、「BIZ UD ゴシック」12pt で固定とします。 

※白黒で作成し、Ａ４サイズ１枚・両面２ページを上限にまとめてください。 



 

整理番号：       

第５号様式 

事業提案書 

《事業の企画・実施》 

（１）講座の企画・運営 

 

文化講座・スポーツ講座共に、複数の企画をご提案させていただきます。 

実施する講座は、ご発注後に調整させていただきますようお願い申し上げます。 

 

●文化系講座：「繋がりを感じ、繋がりを創り出す」 

 

 

①タイトル 【講座企画①】家族と一緒に作ってみよう！とんかつまい泉に

よる料理講座 

② ジャンル 料理／職業体験 

（地元との繋がり、親子の繋がり） 

実施方法：オンライン形式を想定 

③ 対象 親子 

④ 講座の内容 ＜講師候補＞ 

とんかつまい泉 広報担当 

 

＜内容＞ 

各家庭から ZOOM で参加してもらい、 

オンライン形式で行う親子体験講座。 

まい泉の社員から、事業の歴史やまい泉に対する創業者の想い

を聞いた後、ZOOM でレクチャーを受けながら親子で協力してま

い泉の美味しいカツサンドを作る。 

  
 

⑤ 狙い 創業 50 余年、「お客様第一の心」を貫いてきたまい泉から、働

く事について学び、体験することで、子どもたちが将来につい

て考える際の視野を広げる。 

⑥ 事業の目的との結びつき 青山に本店を構えるまい泉の歴史や創業者の想いを知ること

で、子どもたちが将来の夢を考えるきっかけを提供する。 

また、各家庭から参加できるため、祖父母やご兄弟と一緒に参

加しカツサンドを作ることで、親子以外の多世代交流の機会も

創出する。 



 

① タイトル 【講座企画②】自然のしくみを学ぼう！「水育」プログラム 

②ジャンル 自然体験／環境保全 

（自然との繋がり、過去・未来との繋がり） 

実施方法：通常形式＋オンライン双方を想定 

③対象 小学生のみ 

④講座の内容 ＜講師候補＞ 

サントリー社員 

 

＜内容＞ 

通常とオンライン双方を活用した形式で行う、実験を通した学

びの講座。 

通常形式でサントリーの社員から天然水について学び、 

実際に飲み水を作る濾過の体験を実施。 

当日の学びの様子は動画で撮影し、共育ホームページへ 

アーカイブとして掲載し、当日不参加だった子どもたちも閲覧

できるようにする。 

 

 
 

⑤狙い 「水と生きる」を理念とするサントリーから、自分たちの生活

に密接に関係する「水」について、どのように育まれるのかを

学ぶ中で、自然と生活との繋がりや、過去・未来との繋がりを

感じてもらう。 

⑥事業の目的との結びつき 自然の素晴らしさ、水のありがたみに気付くことで、先人から

引き継がれた良質な水を未来に引き継いでいくために、自分た

ちに何ができるかを考え、行動に移す機会を創出。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

① タイトル 【講座企画③】江戸時代へタイムスリップ！英語で忍者・体験

講座 

実施方法：通常形式、又はオンライン形式を想定 

②ジャンル 日本文化体験 

（時代を超えた繋がり） 

③対象 小学生のみ 

④ 講座の内容 ＜講師候補＞ 

武蔵一族合同会社の社員 

 

＜内容＞ 

江戸時代より継承されている忍者文化を、 

英語でコミュニケーションしながら体験する講座。 

忍者の役割、手裏剣術・瞑想などを通して忍者の精神を学ぶ。 

オンラインの場合は Zoom での実施可能 

 

 
 

⑤ 狙い 忍者の諜報活動の歴史、独自の思想哲学『忍士道』など、200 年

以上続く日本の無形文化の継承を促す。 

学校では教わらないが、外国人から非常に人気のある「忍者」

について学ぶ機会とし、子ども達が忍者を日本文化として外国

人に誇れるよう醸成する。 

⑥ 事業の目的との結びつき 東京 2020 大会、その先のグローバルな時代の到来に向けて、英

語でのコミュニケーションに慣れていく。 

忍者の所作から現在の作法・マナーに共通する部分に気づきを

与える。 

 

 



 

 

① タイトル 【講座企画④】手話でお話してみよう！はじめての手話講座 

② ジャンル 多様性理解 

（言語による繋がり） 

実施方法：通常形式を想定 

③ 対象 小・中学生 

④ 講座の内容 ＜講師候補＞ 

社会福祉法人港区社会福祉協議会 

 

＜内容＞ 

通常形式で行う手話講座。 

手話での基本的な挨拶や自己紹介の表し方～感情表現当てクイ

ズ、歌を歌うなど、手話をゲーミフィケーションで体験し、楽

しく学ぶ。 

講師にはろう者の方々も招き、習った手話でコミュニケーショ

ンし、障がいの壁を越えて一緒に楽しむ。 

当日一部のクイズを動画に収め、ホームページで 1 問 1 答クイ

ズとして掲載し共育の広報として活用するようなことも想定。 

 

 
 

⑤ 狙い 一昨年港区で手話言語条例が施行されたことを背景に、港区民

へ手話が言語であることの理解と、多様性の理解を促す。 

また、手や体の動きを使うことでコミュニケーション表現の幅

が広がることを学ぶ。 

障がい者がいきいきと暮らすことができる地域共生社会の実現

に貢献。 

⑥ 事業の目的との結びつき 手話が言語の一種であることを理解することで、ユニバーサル

な社会にしていくために自分たちに何ができるかを考える機会

を創出する。 
 

 

 

 

 



 

 

 

① タイトル 【講座企画⑤】アニメの作り方を学ぼう！赤坂青山プロモーシ

ョンアニメ制作講座 

②ジャンル IT 技術体験 

（地域との繋がり、未来との繋がり） 

実施方法：通常形式を想定 

③対象 小・中学生 

④講座の内容 ＜講師候補＞ 

NEC社員 

NPO法人ＣＡＮＶＡＳスタッフ 

 

＜内容＞ 

通常形式で行うアニメ制作体験講座。 

赤坂青山地区の魅力を伝えるオリジナルのアニメーションをグ

ループで協力しながら制作。 

どんな映像に仕上げるかプランニング～撮影・録音～上映会ま

でを実施。 

 

 
 

⑤狙い YouTube やテレビで日常的に目にするアニメーション動画がど

のような工程で制作されているかを実践しながら学び、創るこ

とや表現する楽しさを学ぶ。また、自分の興味や得意な工程が

見つかることを促す。 

⑥事業の目的との結びつき 赤坂青山地域の魅力をアニメーションを通してどう伝えるかを

考え制作することで、地域への愛着醸成を図る。 

グループで１つの作品をつくることを通して協調性・コミュニ

ケーション能力を育む。 
 

 

 

 

 



 

① タイトル 【講座企画⑥】皆で息を合わせよう！こども演奏会 In サント

リーホール 

② ジャンル 音楽／芸術体験 

（音による繋がり） 

実施方法：通常形式を想定 

③ 対象 小学生のみ 

④ 講座の内容 ＜講師候補＞ 

東京交響楽団 指揮者・演奏者 

サントリーホールスタッフ 

 

＜内容＞ 

通常形式で行う楽器演奏会の講座。 

目の前で一流演奏者の音楽に触れた後、演奏技術と表現の奥深

さを講師から教わりながら練習を行い、最後には講師と子ども

達全員で課題曲の合奏を行う。 

 

 
 

⑤ 狙い 一流の音楽に触れることで、素晴らしいものと気付ける、子ど

も達のやわらかい感性を育む。 

また、演奏練習や合奏を通じて、人の音を聞く、全員で息を合

わせる、自分の音を奏でるといったことを体験し、協調性や自

己表現力、感受性を育む。 

⑥ 事業の目的との結びつき 全員で一つのものを創り出すことの難しさに驚き、楽しさに感

動し、喜びに気付きを与える。 
 

 

 



 

 

① タイトル 【講座企画⑦】美術館探検＆ワークショップ In サントリー美

術館 

② ジャンル 美術／芸術体験 

（美と美の繋がり） 

実施方法：通常形式を想定 

③ 対象 小学生のみ 

④ 講座の内容 ＜講師候補＞ 

サントリー美術館 スタッフ 

 

＜内容＞ 

通常形式で行う美術館鑑賞と表現制作の講座。 

サントリー美術館で開催中の展覧会を探検し、様々な美術品か

ら知識や感情の気づきを得た後、レクチャールームで美術品の

歴史や文化を学びながら、絵付けやガラスのかけらキャンドル

制作を行い、探検や学びの中で得たものを自由に表現する。 

 

 
※オンラインになった場合、制作キッドを事前に送付し、 

ZOOM を繋ぎながら各家庭で絵付け体験等を想定 

 

⑤狙い 「美を結ぶ。美をひらく。」をメッセージとして掲げるサントリ

ー美術館を訪問し、時代や文化の枠組みに縛られない美と美の

繋がりを感じ、知識や感動の幅を広げる。 

⑥事業の目的との結びつき 多様な美のかたちから新しい発見や知的感動を得て、同時に、

自分を自由に表現する楽しみに気付く。 
 

 

 



 

 

① タイトル 【講座企画⑧】世界の文化に触れてみよう！留学生と海外旅行

プランニング講座！ 

② ジャンル 国際交流 

（国境や文化を越えた繋がり） 

実施方法：通常形式、又はオンライン形式を想定 

③ 対象 中学生のみ 

④ 講座の内容 ＜講師候補＞ 

JTB 社員 

留学生（多国籍） 

 

＜内容＞ 

通常形式で行う留学生との国際交流講座。 

英語のスピーキングゲームや母国紹介クイズなどの遊びを通

じ、実際の英語や異文化を体験した後、グループワークで留学

生の母国への旅行プランを考案・発表を行う。 

 

 
 

⑤ 狙い 全国の大使館のうち約半数が所在する港区で、世界には様々な

文化や言語、習慣があることを学んでもらうと同時に、多文化

共生社会であることを実感してもらう。 

⑥ 事業の目的との結びつき 言語や生活・習慣、文化の違いに気付き、違いをどう受け入れ

行動していくかを考える機会を創出する。 

また、多国籍な留学生との交流を通して、海外への興味・関心

を喚起する。 
 

 

 

 

 



 

 

●スポーツ系講座：「子どもたちの心身健全育成と東京 2020 大会への機運醸成」 
 

 

① タイトル 【講座企画①】サントリーサンゴリアスによるラグビー＆ブラ

インドラグビー講座 

② ジャンル ラグビー 

③ 対象 小学生のみ 

④ 講座の内容 ＜講師候補＞ 

・サントリーサンゴリアス選手・ＯＢ 

・サントリーサンゴリアスコーチ 

・日本ブラインドラグビー協会 

 
＜内容＞初心者向けラグビー講座＆ブラインドラグビー体験 

・デモンストレーション 

・ボールを使ったペアウォーミングアップ 

・ラグビー＆ブラインドラグビールール説明 

・ブラインドラグビー体験 

・タックル／パス／キック体験 

⑤ 狙い ・地域特性を活かしたスポーツである。（秩父宮ラグビー場） 

・ラグビーワールドカップ 2019 のレガシーとして、赤坂・青山

地域に根付き始めたラグビーを活用し、子どもたちの心身の健

全育成と、地域（秩父宮）に対する誇り・愛着を醸成する。 

⑥ 事業の目的との結びつき ・競技を通じて身体能力の向上と、礼儀、挨拶などの社会性、

マナーやフェアプレーの精神を育成。 

・ブラインドラグビーの体験通じて、視覚障がい者への理解（多

様性の理解）を促進。 

・東京 2020 大会への機運醸成。 
 

 



 

 

 

① タイトル 【講座企画②】本物の力士がやってくる！はじめてのお相撲講

座！ 

② ジャンル 相撲 

（日本文化） 

③ 対象 小学生のみ 

④ 講座の内容 ＜講師候補＞ 

力士・元力士 

（株式会社 Way お相撲さんドットコムスタッフ） 

 

＜内容＞ 

・デモンストレーション 

・まわしをまいてみよう！ 

・お相撲ルール説明、お相撲観戦のススメ 

・突っ張り稽古をしてみよう！ 

・お相撲さんと綱引き対決！ 

 

日本人も正しく知らない人の多い相撲文化・歴史を、 

本物の力士と触れ合いながら直接教えてもらう講座。 

相撲体験を通じて、相撲独自の文化・所作の意味に触れる。 

女の子も参加しやすいよう、綱引きなど相撲以外のお楽しみ要

素も取り入れた内容に。 

 
 

⑤ 狙い 1500 年以上続く伝統ある日本のスポーツ相撲の文化・歴史を正

しく学び、日本文化の継承に繋げる。 

⑥ 事業の目的との結びつき 相撲の起源や所作の意味を知ることでスポーツの奥深さに気付

き、その他の新しいスポーツと比較したり、日常の行動変化に

繋げる。 
 



 

 

 

 

① タイトル 【講座企画③】サントリーサンバーズによるバレーボールクリ

ニック 

② ジャンル バレーボール 

③ 対象 小・中学生 

④ 講座の内容 ＜講師候補＞ 

・サントリーサンバーズ選手・ＯＢ 

・サントリーサンバーズコーチ 

 
＜内容＞ 

・強烈スパイクデモンストレーション 

・バレーボールルール説明 

・チームで繋ぐ！ボールパスゲーム 

・レシーブ／トス／吊りボールアタック練習 

・サンバーズとミニゲーム 

⑤ 狙い ・トップアスリートから身体を動かす楽しさと、仲間とボール

を繋ぐ事を通してチームスポーツの面白さを伝える。 

コロナ禍でも日々鍛錬を続けるアスリートとの交流は、ポジテ

ィブな考え方や教訓、先が見えない中でも継続して進み続ける

姿が子どもたちの心にも響き、夢や希望という子ども達を行動

させる原動力となる。 

⑥ 事業の目的との結びつき ・スポーツの楽しさを体験するきっかけの創出。 

・チームスポーツを通して仲間と協力する協調性、コミュニケ

ーション能力を育成。 

・東京 2020 大会への機運醸成。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（２）共育情報局の運営 

 

■「共育連絡会」は、地域の子どもたちに関する情報を共有したいため、できるだけ小学校の先生

が参加できる日程を選び開催します。 

また、ZOOM を活用したオンライン会議を取り入れ、忙しい方も極力ご参加いただけるような環境を

整えます。連絡会では大人たちが一堂に会して各々の専門性を発揮し、未来ある子どもたちのため

の検討会の場とします。 

 

■共育情報局のホームページは、「共育連絡会」参加企業・団体の活動報告やイベント等の広報とし

ても役立ててもらえるよう、適宜掲載募集の案内を促します。 

 

 

（３）魅力的な講座となるアイデアや多くの子どもが参加できる広報・周知上の工夫、その他 

自社の強みを事業に生かすうえでのアイデア 

 

■SNS（Facebook）での講座の事前告知・実施報告はテキストと写真のみでなく、当日の実施内容や、

共育の楽しい雰囲気が閲覧者により伝わるよう、適宜動画の投稿を行い、訴求力を高めます。 

 

■過去の参加者へＤＭを送信し、講座の認知向上と参加を促します。 
 

 

 

 



 

整理番号：       

第６号様式 

業務実施体制 

 

《業務実施体制に関する事項》 

本事業について、以下の内容を含んだ進行管理及び業務実施体制を提案してくださ

い。 

（１）事業責任者及びスタッフの配置、その雇用形態 

（２）共育情報局（事務局）の運営及び情報の管理体制 

①TEL ②FAX ③Mail ④HP ⑤Facebook  

（３）個人情報の取り扱い 

（１）事業責任者及びスタッフの配置、その雇用形態 

 当グループは、以下の体制で事業運営に当たります。 

 

 
 

実施体制図 

 

 事業の運営において、主に上記担当が講座企画の立案、各種折衝、実施運営に携わりま

す。なお、講座の運営補助、共育ホームページの運用・管理、申込受付・問合せ対応等の

事務局業務は、共同事業体内で連携し事業を運営いたします。 

 



 

 ・事業責任者 兼 運営総括・事業運営の責任者とし、 

講座・イベント運営の総指揮を執ります。 

 

 ・運営担当・・・・・・・・主に講座の立案、対外的折衝、講座の運営を担当します。 

              また、下記の補助担当と共同し、共育連絡会の会場・時間

の調整、オンライン会議の準備、開催連絡、開催時の議題 

および資料の作成、議事運営を行います。 

 ・講座企画・運営補助／ 

HP 運営・事務局業務担当 

主に講座の立案補助、対外的折衝の補助、講座の運営補助、 

チラシ作成、HP 運用管理、事務局業務を担当します。 

また、上記の運営担当者と共同し、連絡会に関する 

準備・調整等を行います。 

 

 

（２）共育情報局（ホームぺージ）・事務局の運営及び情報の管理体制 

 ①共育情報局（ホームページ）・事務局の運営 

共育情報局（ホームページ）・事務局の運営は、HP 運営・事務局業務担当者が 

当たります。 

また、現行の公式ホームページ及びそれに関係するドメイン・サーバー・ 

WEB ページのコンテンツデータ、SNS(Facebook)は、現行のものを引き継いで 

使用・更新する形を想定しております。 

 

②情報の管理体制 

事務局の情報の管理体制については、以下の通りです。 

ⅰ）Web サイトについて 

   共育ホームページ、それに関係するドメイン・サーバー・WEB ページのコンテンツ

データ等は、現行のものを一式引き継ぎ運用いたします。 

 

  ⅱ）メールのセキュリティ 

   Web 入力フォームから送られてきた個人情報は、プライバシーマークの付与認定を

受けている共同事業体構成事業者のメールサーバ内で保管されます。メールサーバは

社外から直接アクセスすることはできず、また、受信ボックスの起動にはパスワード

入力が必要とし、パスワードは関係者のみで共有いたします。 

 

  なお、事務局の連絡先は以下を想定しております。 

① 電話番号： 03-5232-6880 

② Fax 番号：03-5232-0586 

③ E-Mail：tomoiku@mindshare.co.jp 

④ 公式ホームページ：http://www.akasaka-aoyama-tomoiku.net/ 

⑤ Facebook： 

https://www.facebook.com/akasaka.aoyama.tomoiku/?ref=aymt_homepage_panel 

※④⑤については現行のまま引き継ぎを想定 

 



 

（３）個人情報の取り扱い 

 個人情報保護基本方針について、 

プライバシーマークの付与認定を受けている共同事業体構成事業者と連携し、 

個人情報の収集、保管には細心の注意を払います。 

 

 

「プライバシーマーク」 

このマークは、一般財団法人日本情報経済社会推進協会（JIPDEC）が運用する 

「プライバシーマーク制度」に基づいて、当社の個人情報の取扱いが  

JIS Q 15001 「個人情報保護に関するコンプライアンス・プログラムの要求事項」に準

拠して、適正に行われていることを認定した証として、その使用を許可されたもので

す。 

 

個人情報保護法にもとづき、個人情報について本人の同意を得ずに 

第三者（業務委託先を除く）に開示する事は致しません。 
 

※ 別紙を添付しても構いません（Ａ４サイズ２枚・両面４ページを上限とします）。 

※ 「BIZ UD ゴシック」12pt、白黒で作成してください。  

※ イメージ・写真の使用等は自由とします。 



 

 

整理番号：       

第７号様式 

安全対策 

 

《安全対策に関する事項》 

本事業を実施する際の事故発生防止の取組、発生後の対応方法や保険等、様々な事態

を想定したリスク管理について、事前・当日・事後のそれぞれの対応策を具体的に提案

してください。対応策には、新型コロナウイルス感染症等の感染予防の取組も含むもの

とします。 

   

◆事業運営上の基本的な考え方 

 事業運営において「緊急事態は起こりうるもの」という考えのもと、事前に緊急時の対

応策を検討し、体制を作ってリスクの防止に努めます。また、安全対策には個人情報の取

扱いも含むものととらえ細心の注意を払います。 

 

 Ⅰ）人命を第一に考え、危険予知を事前に行い、危険の回避を図る方策と体制を整えま

す。 

 Ⅱ）危険発生時の手順、情報伝達体制、役割分担等を明確にし、組織・体制を整え、危

険の影響や被害を最小限にします。 

 

 

◆事前、当日、事後の具体的な対処 

 （１）事前 

   ①ロケーションハンティングの実施 

講座を実施する施設のロケーションハンティングを事前に必ず行い、避難経路、

危険箇所や子どもたちが触れてはいけない設備・物品があれば張り紙を掲示したり、

受付や講座中に注意を促すようにいたします。 

 

②講師との事前ミーティングの徹底 

例えば、講座中にはさみ等の刃物を使用するためケガをする危険性がある、ボー

ルやラケットを使用するため他の参加者にケガをさせる危険性がある等、講座ごと

によって想定されるリスクは異なります。そのため、各講座を担当する講師との事

前ミーティングを徹底し、事前にリスクを洗い出したうえで講座の運営を行うよう

に心がけます。 

 

   ③悪天候が予想される場合 

  台風、大雨、感染症の流行などが事前に予想される場合は、実施前日 17 時まで

に予定されている講座の中止の判断を、支所のご担当者様と相談のうえ、行いま

す。実施当日の判断が迫られる場合は、遅くとも実施の３時間前には判断し参加者

へ連絡します。参加者へはこれらの連絡体制を事前にメール等で周知します。 

 

 

 



 

 （２）当日 

   危険箇所や触れてはいけない設備・物品等があれば、受付時や講座開始時に注意事

項としてしっかり伝えます。その他注意事項には、緊急時の避難誘導のこと、使用道

具の取扱いのこと、写真撮影とその取扱いのこと等が含まれます。 

 

①けが人や急病人が発生した場合 

    主催者（赤坂地区総合支所協働推進課様）に連絡し、状況を共有して対応を協議

します。ご父兄が見学していればご父兄とも相談します。必要に応じて病院への搬

送等の手配を行います。 

 

 
   

②不審物および不審者を発見したり、火災や事故等の緊急事態が発生した場合 

    事態を確認のうえ、主催者に連絡し、状況を共有して参加者の避難指示や誘導、

および消防署、警察署、病院への連絡等の対応を適宜行い、保護者に連絡します。 

 

   ③講座実施中に地震・風水害が発生した場合 

    講座実施中に地震が発生した場合、講座を中止して事態が落ち着くまで施設内に

留まり、保護者に連絡して、迎えに来てもらうまで参加者を保護します。地震の場

合、施設の損壊が少ない場合は施設内に留まったほうが安全なケースもあるので、

屋外への誘導は必要に応じて行います。 

    大雨・強風等の風水害が発生した場合、事態が落ち着くまで施設内に留まります。

風水害が長時間に及びそうな場合は保護者に連絡をし、迎えに来てもらうまで参加

者を保護します。 

 
   



 

   ④クレーム対応 

    講座実施中にクレームを受け、運営スタッフでの対応が難しい場合は支所のご担

当者様に連絡・相談のうえ、別室にて対応いたします。 

 

 
 

（３）事後 

①講座実施中のけがへの保険対応 

  講座実施中にけがをした場合、次項で述べる保険の適用があることを保護者にお

伝えすると同時に保険会社と対応を協議して速やかに対処します。 

 

②忘れ物の対応 

    忘れ物がないように講座終了時に参加者に注意を呼びかけますが、忘れ物を発見

した場合には、名前が確認できれば持ち主に連絡をし、名前が確認できなければ一

週間ほど保管し、持ち主が現れない場合は講座実施施設の最寄りの交番に届けま

す。 

 

◆傷害保険の加入 

 講座の運営に当たっては参加者の傷害保険に加入します。 

傷害保険の補償内容について下記は想定とし、支所様と協議の上決定いたします。 

 

   傷害保険 

死亡･後遺障害保険金額（１名分）・・・ ５,０００ 千円 

入院保険金日額（１名分）・・・・・・・・・・ ２ 千円 

通院保険金日額（１名分）・・・・・・・・・・ １ 千円 

 

 

◆新型コロナウイルス感染症対策について基本的な考え方 

 日々の新型コロナウイルス感染拡大状況と、政府・自治体等の動向について確認を行い、

状況に応じて講座の実施可否、オンラインの講座実施への切り替え、具体的な感染症対策

等は、都度支所様へご相談をしながら臨機応変にご対応させていただきます。 

 

 

◆具体的な対策 

 （１）事前 

①メールでの感染症対策に関するご協力依頼 

    参加者への事前案内メールの中に感染症対策へのご協力依頼として、発熱、又は 

発熱以外の咳、だるさ等の症状がある場合や、同居家族、身近な知人に感染が疑 

われる方がいる場合は、当日の参加を控えるようご案内いたします。 

また、参加される場合は下記当日の感染症対策にご協力いただくようご案内いた 



 

します。 

 

 （２）当日 

  以下の対策は参加者のみでなく、保護者・運営側にもご協力いただく事項とします。 

 

① 健康状態確認 

    受付時に検温を実施し、発熱以外の咳・だるさ等の症状がないかを口頭で確認い

たします。体調不良が判明した場合、参加可否を支所様にご確認の上対応いたしま

す。 

 

② アルコール消毒液の設置・こまめな手洗いの推奨 

    講座の開始前にはアルコールでの手指消毒と、手洗いにご協力いただきます。 

 

③ マスク着用 

    飛沫防止の観点より基本的に講座中はマスク・マウスシールド等を着用して行う 

ものとします。ただし、熱中症の危険性が高まる夏の講座や、スポーツ講座での 

対応については、支所様と協議の上対応いたします。また、マスクを忘れてしま 

った方がいた場合に備え、予備のマスクを用意いたします。 

 

④ ソーシャルディスタンスの確保 

    講座中は参加者同士、保護者見学者同時の距離が近くならないよう、間隔を 

あけた整列や配席に留意いたします。また、ソーシャルディスタンスの確保を 

促すサインを掲出し注意喚起を行います。 

 

⑤ 換気の徹底 

室内で講座を実施する場合、事前に換気方法について確認をし、当日実施場所に 

合わせて十分な換気ができるよう環境を整えます。 

 

 （３）事後 

   ①講座参加後２週間以内に感染が確認された場合のご報告依頼 

    講座参加後２週間以内に新型コロナウイルス陽性の確認がされた場合は、 

速やかに事務局へご連絡いただくよう、講座参加前の案内メールと当日の注意事項 

にてアナウンスをいたします。 

参加者より事務局へ感染のご報告があった場合は、濃厚接触者の有無等を確認 

いたしますが、その後の対応方法についてはご発注後に支所様と協議の上決定いた 

します。 

 

※ 別紙を添付しても構いません（Ａ４サイズ２枚・両面４ページを上限とします）。 

※ 「BIZ UD ゴシック」12pt、白黒で作成してください。  

※ イメージ・写真の使用等は自由とします。 


